
日
蓮
聖
人
滅
後
多
く
の
弟
子
達
は
全
国
に
伝
道
の
足
を
伸
し
て
い
っ
た
。
教
線
拡
張
の
先
端
に
お
い
て
は
、
諸
宗
と
幾
多
の
対
論
が
生

じ
た
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
り
わ
け
宗
門
史
上
に
み
る
大
き
な
対
論
は
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
、
茂
原
妙
光
寺
門
徒
松
本
久
吉

が
京
都
一
条
烏
丸
観
音
堂
で
、
叡
山
の
僧
華
王
房
を
論
伏
さ
せ
た
事
に
よ
り
、
叡
山
の
僧
徒
が
大
挙
し
て
洛
中
の
法
華
宗
諸
大
寺
二
十
一

ヶ
寺
を
襲
撃
し
焼
払
い
、
六
万
余
の
死
傷
者
を
出
し
た
天
文
法
華
の
難
。
ま
た
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
、
織
田
信
長
の
命
に
よ
っ
て
安

土
の
浄
厳
院
に
お
い
て
浄
土
宗
と
対
論
し
た
、
世
に
い
う
安
土
宗
論
。
〆
さ
ら
に
慶
長
十
三
年
（
一
六
○
八
）
、
同
じ
く
浄
土
宗
と
江
戸
城

に
お
い
て
対
論
し
た
慶
長
法
難
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
全
て
仏
教
者
同
志
の
対
論
で
あ
っ
た
。

日
蓮
宗
と
他
教
と
の
対
論
に
は
二
件
み
る
事
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
明
応
六
年
（
一
四
九
四
）
、
当
時
も
っ
と
も
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て

い
た
吉
田
卜
部
神
道
兼
倶
（
一
四
三
五
～
一
五
二
）
が
、
「
安
国
論
師
門
弟
諸
流
御
中
」
と
標
題
し
、
妙
蓮
寺
・
本
国
寺
・
妙
本
寺
の

（
１
）

上
方
三
山
に
、
法
華
宗
で
勧
請
し
て
い
る
三
十
番
神
に
関
し
質
問
状
を
発
し
た
、
世
に
い
う
番
神
問
答
事
件
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
此
の

度
紹
介
さ
せ
て
頂
く
甲
府
神
道
問
答
事
件
で
あ
る
。
以
下
こ
の
問
答
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
事
と
す
る
。

「
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）

は
じ
め
に

『
甲
府
神
道
問
答
記
」
考

宮

川

了
篤
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ミ
ッ
ハ
タ
ヒ
コ

当
地
は
他
国
と
違
い
神
道
者
が
多
い
、
こ
と
に
近
年
出
雲
か
ら
満
鯨
彦
な
る
神
官
が
来
て
神
道
を
講
じ
て
い
っ
た
。
満
鯨
彦
の
講
説
は
、

日
本
国
は
天
神
七
代
を
は
じ
め
、
地
神
五
代
の
初
祖
で
あ
る
天
照
太
神
の
国
で
神
国
で
あ
る
。
し
か
る
に
外
国
の
儒
教
・
外
道
の
仏
教
が

渡
り
き
て
国
中
に
充
満
し
、
坊
主
共
は
姥
嫁
や
親
父
を
た
ぶ
ら
か
し
て
仏
道
に
入
れ
、
鉦
や
太
鼓
を
打
ち
な
ら
し
、
念
仏
を
或
は
題
目
を

唱
え
よ
と
教
え
て
い
る
。
こ
れ
は
神
道
を
奪
い
取
り
、
仏
国
と
し
て
神
道
を
捨
て
さ
せ
て
い
る
。
天
照
太
神
を
釈
迦
の
再
来
な
ど
分
身
な

ど
と
説
い
て
い
る
の
は
畜
生
の
種
子
で
あ
る
、
と
い
う
内
容
を
説
き
歩
い
て
い
っ
た
。
こ
の
満
鯨
彦
の
講
説
を
聞
き
、
三
宝
祖
師
を
川
に

流
し
、
神
棚
を
勧
請
し
て
幣
束
を
備
え
、
注
連
を
張
っ
て
柏
手
を
打
ち
、
神
道
者
の
真
似
を
す
る
法
華
宗
の
者
が
多
く
あ
ら
わ
れ
て
来
て

「
甲
府
神
道
問
答
記
」
は
立
正
大
学
に
写
本
一
冊
を
蔵
し
、
「
甲
府
資
料
集
成
』
第
八
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
日
蓮
宗
の
英

智
院
日
宣
二
七
六
○
～
一
八
四
八
）
と
甲
府
近
郷
の
神
主
と
の
対
論
記
録
で
あ
る
。

日
宣
は
字
を
智
寛
と
い
っ
た
。
京
都
伏
見
本
教
寺
十
七
世
、
鶏
冠
井
檀
林
玄
能
第
二
百
五
十
三
世
、
鶏
冠
井
山
真
経
寺
百
八
十
五
世
。

著
書
に
は
『
四
箇
名
言
論
』
『
実
勝
権
劣
論
』
『
三
道
合
法
図
解
』
「
住
迩
顕
本
抄
」
『
番
神
縁
起
論
』
三
巻
、
『
神
代
巻
評
撰
記
』
五
巻
、

「
異
体
同
心
抄
』
『
説
法
聴
聞
書
』
『
聴
取
法
門
集
」
「
歴
覧
家
宝
』
『
教
訓
』
等
が
あ
る
。

日
宣
は
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
、
鶏
冠
井
檀
林
の
能
化
を
退
き
同
年
七
月
に
伏
見
を
発
ち
、
八
月
に
身
延
山
久
遠
寺
・
大
野
山
本
遠

（
２
）
（
３
）

寺
・
小
室
山
妙
法
寺
・
日
蓮
宗
唯
一
の
山
岳
信
仰
の
七
面
山
に
参
詣
し
た
。
そ
の
折
り
投
宿
し
た
鰍
沢
妙
台
寺
日
進
と
青
柳
寺
日
通
の
二

人
は
、
日
宣
が
神
道
に
精
通
し
た
学
僧
で
あ
る
こ
と
は
伝
え
聞
い
て
い
た
の
で
大
い
に
喜
び
、
当
地
の
宗
教
状
況
を
話
し
は
じ
め
た
の
で

人
は
、

あ
る
。

『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）

一
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い
る
の
で
、
是
非
こ
の
地
に
留
ま
っ
て
神
道
の
根
元
を
説
い
て
下
さ
い
、
と
懇
願
し
た
の
で
あ
る
。

日
宣
は
二
人
の
要
請
に
対
し
、
宗
門
の
輩
は
当
国
誇
法
を
相
止
め
る
事
が
宗
祖
へ
の
御
報
恩
で
あ
る
、
と
し
て
暫
く
留
ま
る
こ
と
に
決

め
た
。
同
年
八
月
中
旬
か
ら
甲
州
の
在
々
所
々
に
お
い
て
神
仏
一
体
の
旨
を
説
き
、
如
来
秘
密
神
通
之
力
の
経
意
。
久
遠
滅
後
に
於
て
末

法
の
中
に
大
明
神
と
現
じ
て
広
く
衆
生
を
利
益
す
る
の
意
味
・
本
地
垂
迩
の
意
・
唯
一
神
道
の
唯
一
は
法
華
方
便
品
の
文
意
で
あ
る
、
と

い
う
内
容
を
説
き
つ
づ
け
て
い
っ
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
神
道
者
は
大
い
に
驚
き
、
藤
田
村
・
小
笠
原
・
南
胡
の
宮
な
ど
に
五
人
十
人
と
集
り
談
合
し
、
更
に
廻
覧
を
も
っ
て
武

田
信
玄
の
古
城
に
三
十
有
余
名
が
参
集
し
て
評
議
し
た
が
、
結
論
は
出
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
様
子
を
世
間
の
人
達
が
見
聞
し

て
、
日
宣
と
神
道
者
の
間
で
対
論
が
行
な
わ
れ
る
、
と
の
噂
が
飛
び
散
っ
て
い
た
。

こ
の
様
な
状
況
下
に
あ
っ
て
日
宣
は
、
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
迄
の
三
日
間
、
甲
府
の
法
華
寺
に
お
い
て
講
説
を
開
い
た
。
三

日
目
の
三
十
日
に
近
郷
の
神
主
三
十
余
人
が
法
華
寺
に
押
し
寄
せ
、
「
神
道
の
儀
に
付
き
お
尋
ね
申
し
度
き
義
あ
り
、
御
座
敷
借
用
仕
度

存
候
」
、
と
礼
儀
を
重
ん
じ
日
宣
と
の
対
面
を
望
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
法
華
寺
の
持
住
日
蓋
が
、
万
が
一
の
過
ち
あ
ら
ぱ
宗
門
の
一
大

事
と
の
心
配
を
よ
そ
に
、
日
宣
は
某
は
山
崎
嘉
右
衛
門
垂
加
流
・
伊
勢
近
佳
流
・
多
田
流
を
学
ん
で
き
て
お
り
、
神
道
長
上
吉
田
殿
御
内

鈴
鹿
右
膳
の
口
入
で
、
直
受
相
伝
を
授
け
て
来
て
い
る
の
で
御
心
配
に
は
及
ば
な
い
、
と
述
べ
神
主
と
の
対
論
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。

間
者
は
神
主
代
表
十
名
、
答
者
は
日
宣
、
記
録
係
に
英
胎
院
日
通
、
侍
者
に
は
小
西
檀
林
・
和
光
院
日
明
、
座
配
役
に
は
甲
州
妙
詮

（
７
）

寺
住
職
、
役
僧
に
祐
善
院
等
の
役
配
が
定
め
ら
れ
た
。
問
者
の
神
主
十
名
と
は
、
穴
山
庄
生
山
大
隅
宝
一
大
八
田
村
輿
石
土
佐
守
・
千
塚

（
５
）

（
８
）
（
ｍ
）
（
皿
）
（
吃
）
（
過
）

村
窪
田
造
酒
助
・
折
居
邑
横
森
薩
鴎
一
駒
井
邑
上
原
越
前
・
宮
脇
矢
巻
丹
波
・
河
原
陀
腰
巻
権
之
助
・
圓
井
邑
歌
田
河
内
・
下
條
村
土

橋
右
京
・
武
田
社
人
天
野
斎
宮
、
記
録
係
に
南
胡
宮
神
主
歌
之
眺
椴
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
問
者
以
外
の
二
十
名
は
黙
し
て
対
論

（
Ｍ
）
（
妬
）

『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）
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『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）

な
し
、
し
た
が
っ
て
名
前
を
記
せ
ず
計
三
十
余
名
が
列
座
・
日
宣
を
上
座
に
つ
け
、
三
十
余
名
が
一
同
に
一
礼
し
対
論
が
は
じ
め
ら
れ
た
。

こ
の
対
論
は
第
十
五
問
答
で
あ
っ
た
事
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
目
録
を
挙
げ
る
と
、

シ
ヨ
リ
ツ

ー
、
第
一
番
輿
石
士
佐
守
表
門
之
書
附
を
と
が
む
る
事
附
り
日
宣
所
立
之
神
道
を
糺
す
事

一
、
第
二
番
目
同
士
佐
守
天
照
太
神
八
幡
大
菩
薩
下
に
勧
請
井
に
三
十
番
神
守
護
之
訳
を
糺
事
附
り
吉
田
兼
益
よ
り
免
許
之
書
を

一
、

一
、

一
、 一

、
第
七
番
目
歌
田
河
内
守
柏
手
之
古
事
を
論
す
る
事
附
り
五
行
五
音
皆
顕
る
、
事

カ
ン
シ
ャ
ウ
カ
ン
シ
ヤ
ウ

ー
、
第
八
番
目
土
橋
右
京
幣
そ
く
と
備
物
を
糺
す
事
附
り
菅
原
之
菅
相
丞
之
詠
歌
之
事

一一一

、、、 一
、
第
三
番
目
窪
田
造
酒
之
助
法
之
下
に
勧
請
は
釈
尊
之
説
法
義
式
成
也
日
蓮
聖
人
之
自
己
流
や
と
糺
事
附
り
惣
別
之
法
問
行
基

第
九
番
目
横
森
薩
摩
伊
勢
御
祓
に
天
照
太
神
と
書
文
字
之
誤
り
也
と
言
事
不
審
之
事
附
り
名
越
大
晦
日
祓
之
法
説
を
示
す
事

イ
ッ
キ
ヒ
ル
コ
ノ
ミ
コ
ト

ア
シ
ナ
ラ
ズ
タ
、

第
拾
番
目
天
野
斎
宮
蛭
兒
尊
と
恵
美
寿
三
郎
伝
受
問
答
之
事
附
り
脚
猶
不
立
と
言
文
字
斗
説
示
事

第
十
一
番
目
上
原
越
前
恵
美
須
大
黒
と
相
殿
に
祭
る
は
誤
り
成
事
天
神
和
人
を
論
す
る
事
附
り
天
台
山
開
基
伝
教
大
師
入
唐

マ
、

イ
ク

ヤ

第
四
番
目
矢
巻
丹
波
法
之
高
下
を
糺
し
生
山
大
隅
守
に
趾
し
め
ら
る
、
事
附
り
神
之
法
華
経
を
御
信
用
有
也
証
拠
を
糺
事

第
五
番
目
腰
巻
権
之
守
唯
一
神
道
両
部
神
道
糺
事
附
り
主
・
師
・
親
之
三
徳
春
日
大
明
神
漢
土
三
聖
顕
る
、
事

フ
シ

第
六
番
目
上
原
越
前
唯
一
両
部
分
る
事
不
審
附
り
金
胎
之
二
義
井
に
神
・
儒
・
佛
之
三
道
譽
を
以
て
根
元
・
枝
葉
・
花
実
を

菩
薩
之
引
証
聴
聞
之
事

拝
す
事

天
之
香
く
山
顕
る
猫
事

分
る
事
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之
訳
大
黒
天
神
槌
・
頭
巾
・
袋
・
米
俵
甲
子
に
祭
事

ユ
ウ
ダ
ス
キ

ー
、
第
十
二
番
目
土
橋
右
京
木
綿
襟
か
け
し
事
を
説
座
中
一
同
大
笑
之
事
附
り
生
山
大
隅
守
類
聚
読
上
る
事

一
、
第
十
三
番
目
輿
石
土
佐
守
天
照
太
神
天
上
而
空
社
と
言
何
年
何
月
何
日
と
言
証
拠
を
糺
事
附
り
垂
仁
天
皇
廿
六
年
十
一
月
新

嘗
会
之
時
託
宣
佛
神
一
躰
を
説
示
す
事

ホ
ン
イ

ー
、
第
十
四
番
目
窪
田
造
酒
之
助
佛
に
譲
り
本
居
に
帰
事
有
れ
共
、
国
を
捨
る
と
は
見
ず
不
審
成
り
と
問
附
り
人
皇
八
十
一
代
よ

‐
り
八
十
四
代
迄
守
護
な
き
事

正
嘉
元
日
本
国
大
地
震
・
大
風
・
大
水
・
飢
謹
・
疫
病
止
事
な
き
を
以
て
説
示
事
、
依
之
日
蓮
上
人
立
正
安
国
論
一
巻
を
書
、

時
之
将
軍
に
献
ず
又
蒙
古
退
治
旗
漫
茶
羅
之
利
益
顕
す
事

一
、
第
十
五
番
目
日
宣
上
人
よ
り
神
道
者
へ
天
神
・
七
神
地
神
五
代
之
年
限
割
方
問
給
事
附
り
天
野
斎
宮
神
々
に
軽
々
し
く
年
代

を
付
る
事
信
じ
不
申
と
答
へ
不
し
知
事
を
不
し
信
と
言
て
大
笑
に
成
事

で
あ
る
。
以
上
の
目
録
に
よ
っ
て
問
答
記
の
内
容
は
大
筋
に
は
理
解
で
き
る
が
、
こ
こ
で
一
か
ら
十
五
番
問
答
ま
で
を
、
逐
次
、
筆
者
趣

意
を
も
っ
て
概
観
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

第
一
番
目
問
答

輿
石
土
佐
守
が
先
ず
口
火
を
切
っ
た
、
「
表
門
の
書
付
に
神
道
講
談
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
我
等
の
職
分
に
し
て
仏
者
の
説
法
に
非
ず
」
、
日

宣
曰
く
「
愚
な
る
か
な
、
貴
殿
に
は
神
道
は
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
、
神
道
は
凡
そ
十
段
に
分
け
ら
れ
る
。
先
は
十
八
の
神
道
・
諸
源
檀

『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）

一
一
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輿
石
士
佐
守
が
問
う
た
「
示
現
に
よ
る
勧
請
の
義
は
承
知
し
た
。
で
は
免
許
に
つ
い
て
は
ど
う
か
」
。
日
宣
曰
く
「
水
上
吉
田
兼
益
の
免

許
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
弘
長
元
年
に
兼
益
卿
と
面
談
。
表
向
き
は
神
道
御
伝
授
だ
が
、
実
際
は
当
時
、
正
嘉
以
来
う
ち
続
く
天
変
地
天

に
よ
る
飢
饅
疫
痛
に
国
家
を
憂
い
、
『
立
正
安
国
論
』
を
著
わ
し
持
っ
て
面
談
さ
れ
、
鎮
護
国
家
の
大
法
は
法
華
経
で
あ
る
。
故
に
南
無

妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
、
天
照
・
八
幡
大
菩
薩
を
祈
念
す
れ
ば
天
下
泰
平
一
時
に
平
癒
な
ら
ん
、
日
蓮
法
華
宗
の
神
道
は
こ
れ
な
り
、
と
神

仏
一
体
の
本
理
を
言
上
し
、
兼
益
卿
よ
り
宗
源
唯
一
神
道
の
字
訓
・
読
み
様
に
至
る
ま
で
悉
く
伝
授
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
兼
益

『
甲
府
神
道
問
答
記
」
考
（
宮
川
）

の
神
道
・
本
地
垂
迩
の
神
道
・
両
部
習
合
の
神
道
・
社
例
伝
記
の
神
道
・
元
本
宗
源
の
神
道
・
唯
一
神
道
・
五
十
神
代
の
神
道
・
次
第
神

代
の
神
道
・
因
縁
神
代
の
神
道
、
等
で
あ
る
。
と
り
わ
け
本
地
垂
迩
の
神
道
・
両
部
神
道
・
社
例
伝
記
の
神
道
・
因
縁
神
代
の
神
道
等
は

仏
法
に
お
い
て
立
て
た
所
の
神
道
で
あ
る
。
仏
法
者
が
こ
の
説
を
講
ず
る
に
何
の
子
細
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の
度
、
仏
法
を
説
く
序
段
と
し

て
神
道
講
談
と
し
た
ま
で
で
、
先
の
神
道
十
段
で
は
な
い
日
蓮
所
立
の
神
道
を
、
法
華
宗
の
寺
で
法
華
の
信
者
を
集
め
て
説
く
の
に
貴
殿

方
の
世
話
に
は
な
ら
な
い
」
。
士
佐
守
は
「
日
蓮
所
立
の
神
道
と
は
聞
い
た
事
が
な
い
。
い
か
な
る
神
道
か
」
と
再
問
し
た
。
日
宣
曰
く

「
日
蓮
大
菩
薩
の
御
本
尊
を
見
な
さ
い
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
下
に
天
照
太
神
・
八
幡
大
菩
薩
の
二
神
を
勧
請
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

こ
の
二
神
を
勧
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
八
百
萬
の
神
々
が
引
き
続
い
て
く
る
、
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
れ
を
日
蓮
所
立
の
神
道
と
い
う
」
。

引
き
続
き
士
佐
守
は
問
う
た
「
御
本
尊
の
中
に
天
照
・
八
幡
を
勧
請
す
る
の
は
日
蓮
聖
人
の
自
己
流
か
、
何
れ
よ
り
免
許
を
受
け
て
勧
請

し
た
の
か
、
証
拠
に
な
る
物
は
あ
る
の
か
」
。
日
宣
曰
く
「
二
神
の
勧
請
は
霊
山
の
契
に
よ
る
も
の
で
、
貴
殿
方
に
は
判
る
法
門
で
は
な

い
。
た
だ
し
、
示
現
の
神
勅
の
故
に
勧
請
し
て
い
る
の
で
説
明
す
る
。
日
蓮
聖
人
は
建
長
元
年
の
二
十
八
才
の
時
、
比
叡
山
定
光
院
に

お
い
て
法
華
経
読
調
中
、
一
一
一
十
番
神
が
姿
を
現
し
た
、
証
拠
は
こ
こ
に
あ
る
言
祖
ら
で
あ
る
」
と
。

第
二
番
目
問
答
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卿
塗
に
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
給
え
」
と
差
し
出
す
と
、
大
隅
守
・
土
佐
守
は
互
い
に
手
に
と
っ
て
一
覧
す
る
と
、
大
隅
守
が
曰
く
「
確

か
に
兼
益
卿
の
文
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
を
顕
学
無
双
の
人
と
称
し
、
凡
人
で
な
き
故
に
字
訓
・
読
み
様
並
び
に
神
道
の
極
意
ま
で
伝
授
の

趣
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
確
か
な
る
証
拠
で
あ
る
」
。
日
宣
曰
く
「
兼
益
卿
は
日
蓮
聖
人
を
御
信
用
と
見
え
て
、
建
治
二
年
の
正
月
、
身

延
山
の
日
蓮
聖
人
の
も
と
へ
年
賀
の
使
者
を
遣
わ
し
、
御
本
尊
を
望
ま
れ
た
。
以
来
五
百
数
十
年
、
吉
田
殿
よ
り
身
延
山
へ
年
始
の
書
状

が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
御
本
尊
の
写
し
が
こ
れ
で
あ
る
」
と
授
与
書
を
読
み
上
げ
て
一
同
に
見
せ
る
と
、
神
主
等
三
十
余
人
、
拝
す

る
者
も
恐
れ
入
っ
て
呆
れ
果
て
る
も
の
も
あ
っ
た
。

窪
田
造
酒
之
助
が
問
う
た
、
「
題
目
の
下
に
天
照
太
神
等
の
神
々
を
勧
請
す
る
こ
と
は
釈
迦
の
説
法
の
儀
式
に
あ
る
の
か
。
あ
る
い
は
日

蓮
の
自
己
流
な
の
か
」
、
日
宣
曰
く
「
釈
迦
如
来
の
儀
式
で
あ
る
。
法
華
経
第
七
巻
の
表
題
を
見
よ
」
と
経
文
を
開
き
見
せ
る
と
、
造
酒

之
助
、
経
文
を
手
に
と
っ
て
見
れ
ば
確
か
に
妙
法
蓮
華
経
の
下
に
神
力
品
と
あ
る
。
「
し
か
し
経
文
を
見
れ
ば
如
来
も
題
目
の
下
に
勧
請

す
べ
き
に
、
釈
迦
・
多
宝
を
上
に
勧
請
す
る
の
は
仏
教
ぴ
い
き
の
私
流
で
は
な
い
の
か
」
と
造
酒
之
助
は
反
問
す
る
。

日
宣
曰
く
「
そ
う
で
は
な
い
。
神
仏
の
勧
請
に
十
界
・
賓
客
亭
主
の
二
義
が
あ
る
。
十
界
す
な
わ
ち
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人

間
・
天
上
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
に
約
せ
ば
如
来
は
仏
界
の
主
で
あ
り
、
神
は
人
界
の
主
で
あ
る
。
ま
た
賓
主
に
約
せ
ば
神
は
日
本

で
は
主
で
あ
り
、
仏
は
客
で
あ
る
。
天
竺
に
て
は
仏
は
主
で
あ
り
、
神
は
客
で
あ
る
。
行
基
菩
薩
の
大
和
葛
城
宝
山
記
に
も
神
仏
互
い
に

賓
主
た
り
、
と
あ
る
。
さ
ら
に
総
別
の
二
門
が
あ
り
、
総
じ
て
言
え
ば
仏
は
法
華
経
に
今
此
三
界
皆
是
我
有
と
あ
り
、
天
竺
・
震
旦
・
日

本
の
主
で
あ
る
。
別
し
て
言
え
ば
賓
主
に
約
し
て
日
本
で
は
神
が
亭
主
、
仏
は
客
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
仏
菩
薩
等
は
上
に
勧
請
す
る
の
で

あ
る
」
。
生
山
大
隅
守
が
曰
く
「
神
仏
を
賓
主
に
約
し
て
の
ご
返
答
恐
れ
入
る
。
こ
と
に
行
基
菩
薩
の
引
証
、
ご
も
っ
と
も
至
極
」
と
。

『
甲
府
神
道
問
答
記
」
考
（
宮
川
）
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矢
巻
丹
波
が
問
う
た
、
「
天
照
太
神
・
八
幡
大
菩
薩
は
日
本
の
宗
廟
で
あ
る
故
に
、
題
目
の
上
に
も
勧
請
す
べ
き
で
あ
る
。
妙
法
蓮
華
経

と
は
い
か
ほ
ど
に
尊
き
法
な
の
か
」
。
大
隅
守
「
丹
波
殿
。
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
の
は
法
で
あ
り
、
師
で
あ
る
。
神
・
儒
・
仏
と
も
に
法

は
尊
く
人
は
軽
き
者
な
の
で
あ
る
」
。
日
宣
曰
く
「
妙
法
蓮
華
経
と
は
本
迩
二
十
妙
百
二
十
妙
・
六
万
九
千
三
百
八
十
四
の
妙
で
あ
る
。

法
と
は
十
界
権
実
の
法
で
あ
り
、
蓮
華
は
法
嶮
、
経
は
諸
経
中
最
第
一
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
天
台
大
師
は
こ
れ
を
解
釈
し
て
、
妙
法
蓮

華
経
と
は
本
地
甚
深
之
奥
蔵
と
お
っ
し
や
っ
て
い
る
。
故
に
二
神
の
上
に
勧
請
し
奉
る
の
で
あ
る
」
。

時
に
矢
巻
は
じ
め
一
同
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
に
し
て
一
向
に
わ
か
ら
ず
、
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
日
宣
笑
い
な

が
ら
続
け
て
曰
く
「
仏
の
甚
深
微
妙
の
法
は
一
言
で
わ
か
る
も
の
で
は
な
い
が
、
簡
単
に
申
せ
ば
、
妙
法
蓮
華
経
と
は
一
切
衆
生
の
仏
性

で
あ
り
、
仏
性
は
法
性
で
、
法
性
と
は
菩
提
で
あ
る
。
一
切
衆
生
に
備
わ
る
仏
性
を
妙
法
蓮
華
経
と
い
う
。
神
々
の
神
性
即
仏
性
に
し
て
、

神
も
仏
も
皆
妙
法
蓮
華
経
よ
り
出
生
す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
二
神
の
上
に
顕
わ
す
と
こ
ろ
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
あ
る
。
故
に
本
尊
と

は
、
本
よ
り
尊
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
よ
り
尊
き
は
妙
法
蓮
華
経
な
の
で
あ
る
」
と
日
蓮
聖
人
御
書
を
引
用
し
て
説
く
と
、
大
隅
守

は
感
心
し
、
丹
波
守
は
「
死
後
の
安
心
を
説
く
他
宗
派
と
は
異
な
り
、
日
蓮
宗
に
限
る
法
門
の
よ
う
だ
。
法
華
経
が
神
々
に
御
信
用
あ
る

証
拠
は
あ
る
の
か
」
と
問
う
。
日
宣
は
甚
だ
多
い
と
、
「
神
宮
雑
事
記
』
『
扶
桑
記
』
な
ど
を
引
用
し
て
答
え
、
「
神
々
も
皆
妙
法
蓮
華
経

を
信
敬
守
護
を
加
え
た
も
う
事
疑
い
な
い
」
と
・
す
る
と
大
隅
守
は
「
神
も
衆
生
を
度
し
た
も
う
こ
と
、
今
日
初
め
て
聞
き
恐
れ
入
っ
た
。

他
の
宗
門
と
大
い
に
違
い
、
吉
田
兼
益
も
日
蓮
聖
人
を
御
信
用
あ
る
の
も
ご
も
っ
と
も
」
と
感
心
し
、
他
の
神
主
の
面
々
も
口
々
に
感
心

を
述
べ
た
。

『
甲
府
神
道
問
答
記
」
考
（
宮
川
）

一
同
皆
々
感
心
し
た
○
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第
五
番
目
問
答

腰
巻
権
之
助
が
問
う
た
。
「
貴
僧
は
説
法
で
か
つ
て
は
唯
一
神
道
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
仏
法
流
の
両
部
神
道
に
た
い
し
て
唯
一

と
後
に
名
ず
け
た
の
で
あ
り
、
唯
一
の
語
の
出
所
は
法
華
経
で
あ
る
、
と
。
し
か
し
、
唯
一
神
道
と
は
神
代
の
こ
ろ
よ
り
の
定
め
で
あ
る
。

漢
字
は
な
い
け
れ
ど
も
神
代
の
文
字
に
て
唯
一
神
道
と
い
う
と
伝
え
聞
く
」
。

日
宣
は
多
い
に
笑
い
な
が
ら
弓
延
喜
式
記
』
に
神
代
に
文
字
な
し
、
と
あ
る
。
し
か
る
に
神
代
に
唯
一
神
道
と
い
う
こ
と
定
ま
る
と

い
う
の
は
、
神
道
の
元
本
を
知
ら
な
い
も
の
と
見
え
る
。
吉
田
兼
益
撰
述
の
唯
一
神
道
の
書
に
諸
経
論
に
多
く
神
変
・
神
通
・
神
力
を
説

く
が
神
道
に
は
な
い
。
神
妙
経
の
二
意
あ
り
、
一
は
神
の
妙
経
、
妙
経
と
は
妙
法
蓮
華
経
中
の
妙
法
で
あ
る
。
唯
一
の
語
は
法
華
経
方
便

品
の
唯
一
仏
乗
の
唯
一
を
と
っ
て
唯
一
神
道
と
な
ず
け
る
の
だ
、
と
。
唯
一
と
は
三
に
た
い
し
て
唯
一
で
あ
り
、
三
に
し
て
而
一
で
あ
る
。

そ
の
三
は
ま
た
神
道
・
儒
道
・
仏
道
で
、
神
道
と
い
っ
て
も
、
吉
田
殿
も
漢
字
で
神
明
の
名
を
書
き
、
儒
道
の
法
を
も
っ
て
神
道
を
表
わ

し
、
死
後
の
為
に
寺
を
建
て
、
法
華
経
を
も
っ
て
即
身
成
仏
を
申
し
上
げ
る
の
も
神
仏
一
体
の
本
家
の
故
で
あ
る
」
と
神
主
一
同
に
説
き

聞
か
せ
る
と
、
皆
呆
れ
果
て
て
黙
し
て
信
受
し
た
。

聞
か
せ
る
と
、
皆

第
六
番
目
問
答

上
原
越
前
が
問
う
た
。
「
唯
一
神
道
と
は
神
の
み
を
唯
一
と
い
う
の
に
、
神
仏
一
体
を
唯
一
と
い
い
、
両
部
の
神
道
と
い
っ
て
も
一
体
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
唯
一
・
両
部
と
別
け
る
の
は
理
解
で
き
な
い
」
。
日
宣
曰
く
「
両
部
と
い
う
の
は
密
教
の
い
う
理
法
身
胎
蔵
界
・
智

法
身
金
剛
界
の
こ
と
で
あ
る
。
金
胎
両
部
を
神
道
に
習
合
す
る
の
を
両
部
と
言
い
、
唯
一
と
い
う
の
は
神
・
儒
・
仏
の
三
つ
に
見
る
の
を

唯
一
神
道
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
俗
談
神
道
は
こ
の
理
を
知
ら
ず
し
て
唯
一
神
道
と
は
日
本
の
神
ば
か
り
と
思
い
、
儒
仏
を
罵
り

悪
口
す
る
・
ま
た
外
国
の
文
字
を
も
っ
て
神
道
と
名
乗
り
、
天
照
太
神
の
神
号
を
付
け
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
神
．

「
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
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歌
田
河
内
守
が
問
う
た
、
「
貴
僧
は
説
法
の
折
り
に
神
職
の
者
が
神
に
対
し
拍
手
で
呼
び
出
す
の
わ
は
な
は
だ
失
礼
だ
と
説
法
さ
れ
た
と

い
う
が
、
事
実
か
」
。
日
宣
曰
く
「
事
実
だ
。
拍
手
で
呼
び
出
す
の
は
主
人
が
家
来
を
呼
び
だ
す
所
為
で
あ
る
」
。
河
内
守
曰
く
「
そ
れ
は

俗
説
で
、
拍
手
は
掌
の
虚
空
か
ら
音
を
出
す
事
が
霊
妙
に
し
て
即
ち
神
で
あ
り
、
拍
手
に
て
妙
音
を
表
わ
す
か
ら
で
あ
る
」
。
さ
ら
に
窪

田
造
酒
之
助
が
問
う
た
、
「
日
蓮
宗
は
拍
手
を
用
い
る
の
か
」
と
。
日
宣
曰
く
「
神
仏
を
請
す
る
の
に
手
を
打
つ
こ
と
は
な
い
」
。
造
酒
之

助
曰
く
「
妙
音
は
法
華
経
の
音
声
で
あ
る
。
そ
の
法
華
の
音
声
を
不
用
と
い
う
の
か
」
。
日
宣
曰
く
「
貴
方
は
細
か
い
こ
と
を
論
じ
る
の

か
。
妙
音
と
は
拍
手
の
音
だ
け
の
こ
と
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
法
華
経
に
は
太
鼓
の
音
も
笛
・
藷
・
琴
の
音
も
、
虫
・
烏
の
声
も
妙
音
な

の
だ
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
妙
音
を
も
っ
て
唱
え
る
か
ら
神
仏
も
来
臨
し
て
御
納
受
さ
れ
る
た
め
、
別
に
手
を
打
て
と
は
日
蓮
宗
で
は
教

え
な
い
の
だ
」
と
。
生
山
大
隅
守
曰
く
「
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
即
五
音
と
い
う
の
は
何
か
」
。
日
宣
曰
く
「
唇
・
舌
・
牙
・
歯
・
喉
の
五

音
を
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
五
行
に
配
当
す
る
。
万
法
融
通
の
妙
法
蓮
華
経
な
の
だ
。
妙
法
蓮
華
経
の
妙
徳
に
よ
り
カ
キ
ク
ケ
コ
の
牙

『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）

儒
・
仏
を
根
本
・
枝
葉
・
花
実
に
瞼
え
れ
ば
、
神
道
は
根
本
・
儒
は
枝
葉
・
仏
道
は
花
実
、
す
な
わ
ち
神
道
は
道
の
根
本
で
、
天
地
と
と

も
に
開
け
て
人
の
初
め
の
道
を
説
く
。
儒
者
は
道
の
枝
葉
で
あ
る
か
ら
仁
義
礼
智
信
五
常
の
中
庸
を
説
く
。
仏
道
は
道
の
花
実
を
説
き
、

人
の
智
熟
し
て
後
人
の
終
り
に
道
を
説
く
。
こ
れ
は
一
本
の
木
に
根
本
・
枝
葉
・
花
実
と
分
け
る
が
、
一
本
の
木
で
唯
一
で
あ
る
」
と
。

大
隅
守
は
「
委
細
ご
も
っ
と
も
。
実
に
妙
談
と
い
え
る
」
と
い
う
と
、
越
前
は
「
吉
田
家
に
も
神
仏
一
体
の
義
は
あ
る
の
か
」
と
問
う
た
。

日
宣
は
「
あ
る
」
と
答
え
、
続
け
て
「
明
応
六
年
に
、
吉
田
兼
倶
よ
り
日
蓮
法
華
宗
の
三
十
番
神
勧
請
に
つ
い
て
二
ケ
条
の
難
問
が
あ
り
、

（
聰
）

当
宗
の
返
答
の
中
に
神
仏
一
体
の
本
理
玄
々
妙
々
の
法
が
あ
る
と
し
て
、
賀
札
を
下
さ
れ
た
」
と
、
そ
の
賀
札
を
見
せ
る
と
神
主
達
は
一

言
も
な
く
荘
然
と
し
て
い
た
。

第
七
番
問
答
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音
を
出
し
、
法
徳
に
よ
り
サ
行
の
歯
音
が
で
る
。
蓮
徳
に
よ
り
ラ
行
・
タ
行
の
舌
音
が
出
、
華
音
よ
り
マ
行
・
ハ
行
の
唇
音
、
経
徳
に
よ

り
、
ア
行
・
ワ
行
の
喉
音
が
出
る
の
で
あ
る
。
神
々
も
こ
の
音
声
に
て
唱
え
れ
ば
来
臨
し
た
も
う
の
で
あ
る
」
。
大
隅
守
曰
く
「
有
り
難

い
こ
と
を
聴
聞
し
て
大
き
な
徳
を
得
た
」
と
、
そ
の
座
の
三
十
一
人
は
平
伏
し
た
。
す
る
と
日
宣
は
、
天
台
大
師
の
釈
を
引
い
て
「
両
手

の
十
指
を
合
せ
る
の
は
十
界
具
足
を
表
わ
し
、
右
手
の
十
四
節
は
迩
門
十
四
品
、
左
手
の
十
四
節
は
本
門
十
四
品
を
表
わ
す
。
両
手
を
合

わ
せ
ば
陰
陽
合
体
本
迩
不
二
の
印
像
で
あ
る
か
ら
、
手
を
打
た
ず
、
一
心
に
合
掌
し
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
る
の
で
あ
る
」
と
答
え
、

証
拠
に
日
蓮
聖
人
遺
文
を
見
せ
る
と
神
主
一
同
は
感
心
し
た
。

土
橋
右
京
が
問
う
た
、
「
神
前
に
立
て
置
く
幣
束
の
儀
に
、
世
俗
・
神
道
と
も
に
誤
っ
て
神
体
あ
る
い
は
神
の
乗
物
の
よ
う
に
思
っ
て
、

神
の
位
に
よ
っ
て
金
紙
、
銀
紙
で
仕
立
て
る
者
が
い
る
が
、
幣
は
神
体
で
は
な
く
幣
束
は
備
物
と
説
法
さ
れ
た
が
、
神
体
の
幣
も
あ
り
、

そ
れ
は
御
伝
授
な
き
も
の
と
見
え
る
」
。
す
る
と
日
宣
は
神
体
の
幣
の
仕
立
て
方
と
意
義
を
説
明
す
る
と
、
右
京
は
「
い
づ
れ
よ
り
幣
束

の
義
を
伝
授
さ
れ
た
の
か
」
と
問
う
。
日
宣
は
、
「
愚
な
り
」
と
一
蹴
し
、
「
そ
こ
も
と
は
供
物
と
神
体
の
二
種
の
幣
が
あ
る
と
い
う
が
、

幣
束
の
本
義
を
御
存
じ
な
い
よ
う
だ
。
神
体
の
義
が
あ
れ
ば
恵
些
と
い
う
が
、
神
へ
捧
げ
も
の
を
す
る
と
き
に
台
に
乗
せ
置
き
、
五

色
の
色
を
付
け
て
結
び
つ
け
、
何
某
よ
り
の
献
上
と
披
露
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
光
山
へ
遣
わ
さ
れ
る
禁
裏
よ
り
の
勅
使
を
例
幣
使
と
い

う
。
幣
は
天
子
よ
り
の
供
え
物
で
あ
る
。
そ
の
入
れ
物
を
御
幣
櫃
と
い
う
。
神
の
乗
り
移
る
も
の
で
は
な
く
、
供
え
物
で
あ
る
。
ま
た
五

色
の
幣
物
に
青
・
白
の
二
色
に
青
・
赤
を
兼
ね
て
陽
色
と
し
、
白
に
黒
を
兼
ね
て
陰
色
と
し
、
黄
は
間
色
で
あ
る
」
。
そ
し
て
五
行
に
な

ぞ
ら
え
て
五
色
の
意
味
を
説
明
し
、
「
仏
家
で
は
夏
場
な
ど
青
い
木
や
花
を
奉
る
の
は
春
の
義
で
、
菓
子
を
供
養
す
る
の
は
秋
の
義
で
あ

る
。
神
仏
一
体
の
故
に
神
道
で
は
青
幣
・
赤
幣
を
供
え
る
が
、
仏
家
で
は
青
幣
に
替
り
花
を
供
え
、
赤
幣
に
替
り
菓
子
を
盛
り
物
に
供
え

『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）

第
八
番
目
問
答
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横
森
薩
摩
が
問
う
た
、
「
天
照
皇
太
神
を
祭
る
伊
勢
の
諸
国
に
出
す
御
祓
に
、
天
照
太
神
の
名
を
書
く
の
は
誤
り
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
」
。

日
宣
曰
く
「
祓
と
い
う
の
は
祓
払
と
い
っ
て
、
先
露
払
、
塵
払
、
芥
払
な
ど
の
た
た
き
払
を
す
る
軽
い
者
の
役
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
天

照
皇
太
神
に
不
浄
稜
の
た
た
き
払
の
役
な
ど
恐
れ
多
い
こ
と
だ
。
本
来
、
祓
と
は
神
々
の
御
座
所
宮
の
木
で
、
三
種
の
御
祓
を
口
に
唱
え

て
我
が
身
の
積
れ
を
た
た
き
払
い
し
た
の
ち
、
川
に
流
す
の
で
あ
る
。
ま
た
伊
勢
よ
り
出
し
て
い
る
御
祓
箱
を
御
神
体
と
思
っ
て
い
る
者

が
い
る
が
、
御
神
体
で
は
な
く
我
が
身
の
積
れ
を
払
う
箒
と
思
う
べ
き
で
あ
る
。
も
し
御
神
体
な
ら
ば
御
宿
り
と
か
御
移
り
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
伊
勢
の
も
の
が
世
俗
を
た
ぶ
ら
か
し
て
銭
儲
け
に
御
神
体
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
祓
の
後
に
神
前
に
進
む
の
に
、

神
前
で
祓
す
る
の
は
稜
れ
を
神
に
掛
け
る
よ
う
な
も
の
で
、
は
な
は
だ
失
礼
だ
。
か
っ
て
祓
方
多
し
と
い
え
ど
も
御
神
体
と
し
た
こ
と
は

な
い
。
日
本
の
総
廟
た
る
伊
勢
に
し
て
は
神
道
に
疎
い
の
で
は
な
い
か
」
。
す
る
と
牛
山
大
隅
守
が
「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
こ
れ
ま
で
祓

方
を
神
体
と
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
言
え
ば
、
他
の
神
主
も
感
心
し
て
聴
聞
し
た
。

花
を
供
え
る
」
と
。

第
九
番
目
問
答

天
野
斎
宮
が
問
う
た
、
「
蛭
子
尊
は
恵
美
寿
で
は
な
く
、
足
が
立
た
な
い
わ
け
で
も
な
く
、
西
宮
へ
流
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
説
法
さ

れ
た
が
、
神
代
巻
に
蛭
子
は
三
歳
と
は
い
え
脚
猶
立
た
ず
、
天
盤
杼
樟
船
に
乗
せ
て
順
風
に
捨
つ
と
あ
る
文
は
如
何
」
。
日
宣
曰
く
「
三

歳
の
三
と
は
天
地
人
を
兼
ね
た
意
で
、
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
の
義
で
あ
る
。
脚
立
た
ず
と
は
蛭
子
尊
の
総
領
で
あ
っ
た
が
、
柔
和
だ
が

武
徳
に
欠
け
る
た
め
妹
の
天
照
太
神
が
総
領
と
な
っ
た
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
不
具
の
よ
う
に
な
す
の
は
誤
り
で
、
そ
れ
な
ら

『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）

る
。
ま
た
金
幣
は
黄
金
一
枚
、
銀
幣
は
白
銀
一
枚
、
二
文
三
文
は
銭
幣
、
米
は
米
幣
と
い
う
。
神
道
で
も
幣
ば
か
り
で
は
な
く
花
の
時
は

花
を
供
え
る
」
と
。
土
橋
右
京
、
上
原
越
前
は
「
ま
こ
と
に
妙
談
」
と
感
心
す
る
。

第
十
番
目
問
答
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上
原
越
前
が
問
う
た
、
「
貴
僧
は
大
黒
天
は
天
竺
の
神
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
音
が
同
じ
で
大
国
を
大
黒
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
日
本
之

事
代
主
命
と
恵
美
寿
大
黒
を
相
殿
に
祭
る
の
は
誤
り
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
か
。
天
竺
の
神
と
い
う
が
、
像
様
は
和
服
を
着
て
い
る
で
は

な
い
か
」
。
日
宣
笑
っ
て
「
そ
れ
は
逆
で
音
が
同
じ
所
か
ら
来
る
混
同
し
た
誤
り
だ
」
と
答
え
、
「
で
は
聞
く
が
、
大
黒
天
の
手
に
槌
、
頭

に
頭
巾
、
足
に
は
米
俵
、
背
に
は
袋
を
背
負
う
い
で
た
ち
に
し
て
甲
子
に
祭
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
逆
に
問
う
た
。
丹
波
守
は
「
一
向
に
知

ら
な
い
」
と
。
日
宣
は
同
座
の
三
十
一
人
の
神
主
に
尋
ね
る
が
誰
も
知
ら
な
い
。
そ
こ
で
大
隅
守
「
大
黒
天
の
由
緒
・
来
由
聴
聞
し
た
い
」

と
願
い
出
た
の
で
、
日
宣
は
承
知
し
た
と
来
由
を
語
っ
た
。
「
大
黒
天
は
日
本
の
神
で
は
な
い
か
ら
神
職
が
知
ら
な
い
の
も
無
理
は
な
い
。

新
築
の
と
き
最
初
に
建
て
る
大
極
柱
を
大
黒
柱
と
い
う
御
時
世
だ
か
ら
ま
ま
あ
る
こ
と
。
よ
く
聞
き
給
え
」
と
、
日
天
子
順
巡
り
を
五
行

相
生
に
配
し
て
説
明
し
、
「
伝
教
大
師
が
入
唐
の
お
り
、
天
竺
の
大
黒
天
が
天
竺
第
三
の
法
蔵
に
あ
ら
わ
れ
、
不
変
真
如
の
袋
を
掲
げ
久

遠
の
古
仏
と
示
現
し
た
像
様
を
、
帰
朝
し
て
比
叡
山
開
山
の
の
ち
自
ら
彫
刻
し
て
開
運
守
護
と
し
て
安
置
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ

れ
を
日
本
の
大
国
玉
命
と
大
黒
と
同
音
で
取
り
違
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
神
道
類
聚
抄
』
に
は
か
え
っ
て
仏
家
の
取
り
違
え
と
い
っ

て
い
る
の
は
大
笑
い
だ
。
『
大
黒
経
』
と
い
う
経
典
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
そ
ん
な
事
を
言
う
の
だ
。
私
は
神
職
者
の
誤
り
だ
と

「
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）

を
示
す
者
は
な
く
、

第
十
一
番
目
問
答

ば
福
神
と
は
な
ら
な
い
は
ず
。
姪
子
は
日
留
児
で
日
の
徳
を
受
け
て
生
れ
た
も
う
児
の
意
で
、
天
子
と
な
っ
た
天
照
太
神
に
遠
盧
し
て
姪

子
と
書
き
換
え
た
の
で
あ
る
。
蛭
子
は
火
の
徳
故
に
火
生
士
と
相
生
し
て
士
徳
の
神
で
あ
り
、
百
姓
の
た
め
の
福
神
な
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
恵
比
須
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
」
と
。
生
山
大
隅
守
は
感
心
し
、
丹
波
守
が
「
姪
子
伝
授
以
外
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
神
代
巻

の
文
は
如
何
に
会
通
す
べ
き
か
」
と
問
う
と
、
日
宣
は
「
入
門
な
さ
れ
ば
一
々
に
説
き
申
す
」
と
答
え
る
が
、
一
人
と
し
て
入
門
の
意
志

を
示
す
者
は
な
く
、
た
だ
た
め
息
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
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巻
』
に
『
木
綿
樺
を

面
々
一
言
の
返
答
も

第
十
三
番
目
問
答

第
十
四
番
目
問
答

窪
田
造
酒
之
助
が
問
う
た
、
「
宝
基
本
記
の
託
宣
は
仏
に
譲
り
本
宮
に
帰
る
と
は
あ
っ
て
も
、
国
を
捨
て
た
と
は
見
え
て
な
い
」
と
。
日

宣
曰
く
「
安
徳
天
皇
の
入
水
や
鳥
羽
上
皇
・
士
御
門
院
・
順
徳
院
の
配
流
は
守
護
の
な
い
証
拠
で
あ
る
」
。
「
し
か
し
、
蒙
古
襲
来
の
際
の

六
年
、

あ
る
」
。

輿
石
土
佐
守
が
問
う
た
、
「
貴
僧
は
伊
勢
は
天
上
さ
れ
た
ゆ
え
社
は
祉
社
で
参
詣
に
及
ば
ず
、
三
十
番
神
を
勧
請
し
て
信
じ
奉
る
べ
し
と

説
く
が
、
伊
勢
天
照
太
神
は
い
つ
神
天
上
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
証
拠
は
」
。
日
宣
曰
く
「
神
代
に
は
常
に
人
の
心
聖
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

す
で
に
心
臓
労
れ
散
る
と
き
、
身
は
衰
え
生
死
の
長
夜
の
闇
に
沈
み
根
の
国
民
の
国
に
さ
ま
よ
う
。
こ
の
た
め
皇
天
に
代
わ
り
、
西
天

が
教
え
諭
し
、
善
を
修
し
機
に
し
た
が
っ
て
法
を
授
け
て
以
来
、
太
神
本
宮
に
帰
り
託
宣
を
止
む
と
い
う
。
人
皇
十
一
代
垂
仁
天
皇
二
十

六
年
、
天
照
太
神
、
倭
姫
命
に
託
し
て
忌
部
惣
忌
等
か
ね
て
本
宮
に
帰
り
、
神
明
の
利
益
を
仏
に
譲
り
神
託
を
止
め
て
天
上
さ
れ
た
の
で

第
十
二
番
目
問
答

土
橋
右
京
が
問
う
た
、
「
神
職
が
木
綿
裡
を
掛
け
て
神
を
拝
す
る
の
に
、
仏
家
の
袈
裟
の
如
く
思
っ
て
掛
け
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う

の
は
ど
う
し
て
か
。
木
綿
裡
は
身
の
清
浄
の
た
め
で
あ
り
、
積
れ
た
衣
で
神
具
を
汚
さ
な
い
為
で
あ
る
」
。
日
宣
曰
く
「
な
ら
ば
身
の
清

浄
で
は
な
く
神
に
清
浄
に
し
て
奉
る
儀
で
あ
り
、
供
え
物
の
と
き
ば
か
り
で
な
く
祓
い
清
め
す
る
と
き
に
行
ず
る
も
の
で
あ
る
。
「
神
代

巻
』
に
『
木
綿
樺
を
袈
裟
の
如
く
思
う
は
誤
り
で
あ
る
』
と
あ
る
の
は
、
そ
う
思
っ
て
掛
け
る
神
職
が
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
」
。
神
主
の

面
々
一
言
の
返
答
も
な
く
、
た
だ
笑
う
ば
か
り
で
あ
る
。

田
噂
『
ノ
」
○

『
甲
府
神
道
問
答
記
」
考
（
宮
川
）
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大
風
は
伊
勢
か
ら
吹
い
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
風
の
宮
と
い
う
」
と
造
酒
之
助
は
い
う
。
日
宣
曰
く
「
伊
勢
は
ま
た
『
雨
の
宮
」
と
も
い

う
。
干
ば
つ
の
折
、
雨
を
祈
る
か
ら
だ
。
「
風
の
宮
」
と
い
う
の
は
風
を
祈
る
か
ら
で
あ
る
。
蒙
古
襲
来
の
折
の
風
は
、
惟
康
親
王
の
命

に
よ
り
、
使
者
池
上
宗
仲
の
依
頼
に
よ
っ
て
日
蓮
聖
人
が
顕
し
た
大
曼
茶
羅
に
よ
る
の
で
あ
る
。
宗
祖
自
ら
御
祈
祷
の
後
、
旗
曼
茶
羅
を

宇
津
宮
定
綱
が
持
し
て
筑
紫
に
向
い
対
処
し
た
か
ら
と
あ
る
。
惟
康
親
王
所
持
の
そ
の
旗
は
、
今
は
公
儀
よ
り
の
葵
紋
付
長
持
ち
に
入
れ

（
副
）

押
上
の
最
教
寺
に
あ
り
、
「
蒙
古
退
治
の
旗
曼
茶
羅
」
と
し
て
諸
大
名
・
旗
本
・
庶
民
ら
拝
謁
に
参
詣
し
て
い
る
。
そ
の
旗
曼
茶
羅
の
写

し
が
こ
れ
で
あ
る
一
と
見
せ
る
と
、
三
十
一
名
の
神
主
は
一
礼
し
た
。

日
宣
曰
く
「
神
々
の
年
寿
の
根
拠
は
何
か
」
と
。
大
隅
守
は
「
存
じ
な
い
」
と
答
え
、
「
土
佐
殿
は
如
何
か
」
「
私
も
存
じ
な
い
」
。
一
同

に
問
う
た
が
神
主
一
人
も
知
る
者
が
い
な
い
。
輿
石
土
佐
守
等
一
同
声
を
そ
ろ
え
て
「
我
等
職
分
に
あ
る
と
は
言
え
、
神
々
の
年
代
の
付

け
方
を
知
ら
な
い
。
何
卒
御
教
授
下
さ
い
」
と
願
う
。
日
宣
は
「
入
門
な
さ
れ
ば
伝
授
し
よ
う
」
と
。
す
る
と
造
酒
之
助
が
言
う
。
「
大

黒
相
伝
は
説
い
た
の
に
、
な
ぜ
神
々
の
年
代
は
説
か
ず
に
入
門
せ
よ
と
い
う
の
か
」
。
日
宣
は
「
大
黒
相
伝
は
仏
法
の
相
伝
で
あ
っ
て
秘

す
必
要
は
な
い
か
ら
説
い
た
の
で
あ
る
。
他
宗
の
中
に
は
金
銭
を
取
っ
て
伝
授
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
日
蓮
の
神
秘
は
一
文
も
い
ら
な
い
。

た
だ
仏
法
を
誇
る
こ
と
の
な
き
よ
う
書
面
を
入
れ
て
も
ら
う
だ
け
で
あ
る
」
、
と
説
明
す
る
が
一
人
の
入
門
者
も
な
く
、
龍
の
耳
角
で
あ
っ

し
が
こ
れ
で
あ
る
」

第
十
五
番
目
問
答

最
後
に
日
宣
が
「
他
に
質
問
は
な
い
か
」
と
問
う
と
、
大
隅
守
が
「
不
思
議
な
縁
で
対
面
し
珍
し
い
こ
と
を
聴
聞
し
て
あ
り
が
た
い
こ

と
で
あ
っ
た
。
神
職
銘
々
の
尋
ね
に
一
々
返
答
下
さ
り
、
多
い
に
感
心
い
た
し
た
。
猶
、
問
答
の
勝
負
は
外
に
漏
れ
な
い
よ
う
願
い
た
い
」
。

日
宣
「
承
知
し
た
」
と
返
答
し
大
笑
い
の
の
ち
に
問
答
を
終
え
た
。

『
甲
府
神
道
問
答
記
」
考
（
宮
川
）

た
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こ
の
甲
府
問
答
は
吉
田
二
位
良
連
の
耳
に
達
し
、
翌
年
（
一
八
○
九
）
に

前
本
教
寺
日
宣
上
人
究
自
宗
之
奥
儀
守
法
中
之
戒
律
偏
仰
宗
祖
之
遺
教
崇
我
神
道
従
来
之
精
学
可
為
神
妙
者
也
。

文
化
六
年
七
月
廿
七
日

神
道
官
領
良
連
印

右
記
の
賀
枇
派
日
宣
に
送
ら
れ
た
。
以
上
を
も
っ
て
『
甲
府
問
答
記
』
は
全
て
を
終
了
し
て
い
る
。
こ
の
問
答
記
で
知
る
限
り
で
は
、

日
宣
の
神
道
に
関
す
る
知
識
は
大
変
深
い
も
の
で
あ
り
、
問
答
そ
の
も
の
が
日
宣
の
独
壇
場
で
あ
る
か
に
映
る
。
日
宣
は
「
番
神
問
答
記
』

を
著
わ
し
て
お
り
、
第
二
番
目
問
答
に
お
い
て
『
兼
益
記
」
を
証
拠
と
し
て
出
し
て
い
る
が
、
日
宣
ほ
ど
の
学
僧
が
『
兼
益
記
』
が
事
実

で
な
い
こ
と
、
吉
田
兼
倶
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
記
で
あ
る
く
ら
い
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
兼
益
記
』
を

出
し
た
事
は
最
初
か
ら
神
職
者
を
呑
ん
で
い
た
か
に
み
え
る
。

最
後
に
、
此
の
度
の
拙
稿
は
資
料
紹
介
の
面
が
強
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
唯
一
神
道
系
、
と
り
わ
け
吉
田
兼
倶
の
『
神
道
大

た
り
骨
な
し
、
日
一

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
十
五
番
問
答
終
了
後
、
神
職
者
三
十
有
余
人
は
高
座
前
に
列
座
し
、
日
宣
の
弟
子
・
問
答
記
録
者
で
あ
っ
た
英
胎
院
日
通
の
前

座
「
十
種
神
財
」
、
さ
ら
に
日
宣
に
よ
る
後
座
「
三
種
神
宝
」
を
拝
聴
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
日
宣
こ
の
時
の
講
説
内
容
は
、

神
代
巻
は
法
華
経
之
心
を
得
て
唐
之
儒
文
を
以
て
日
本
之
神
道
を
顕
し
示
せ
り
、
文
々
句
々
を
説
示
す
書
別
記
に
有
、
伊
勢
延
徳
垂

加
流
は
多
田
流
を
破
す
所
也
、
多
田
儀
俊
は
神
道
之
皮
を
得
た
り
、
日
本
記
に
日
、
紫
式
部
は
神
道
之
肉
を
以
て
神
道
之
皮
肉
を
述

た
り
骨
な
し
、
日
宣
は
神
道
之
皮
・
肉
・
骨
之
三
つ
を
得
て
神
心
を
説
総
）

『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）
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意
』
「
唯
一
神
道
名
法
要
集
』
、
吉
川
惟
足
の
『
神
道
大
意
講
談
』
な
ど
と
日
宣
の
関
係
を
調
べ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
日
宣
が
図
顕
し

た
窪
華
神
道
曼
茶
塗
（
仮
称
）
の
考
察
も
見
落
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

※
平
成
八
年
十
月
、
日
本
仏
教
学
会
テ
ー
マ
「
他
教
と
の
対
論
」
に
お
い
て
、
「
江
戸
中
期
に
み
る
日
蓮
宗
と
神
道
者
の
対
論
」
ｌ

「
甲
府
神
道
問
答
記
」
を
中
心
と
し
て
Ｉ
、
を
口
頭
発
表
の
み
で
、
神
道
者
十
名
が
本
当
に
実
在
し
て
い
た
か
の
考
証
が
と
れ
ぬ

ま
ま
未
提
出
に
し
て
し
ま
っ
た
。
此
の
度
は
そ
の
裏
付
が
と
れ
た
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
の
原
稿
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
事
を

付
記
し
て
お
く
。

注
（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）
前
掲
書
、
九
七
頁
。

昭
和
六
十
二
年
、
拙
稿
「
日
蓮
宗
に
お
け
る
三
十
番
神
信
仰
の
受
容
」
（
日
本
仏
教
学
会
編
『
仏
教
と
神
祇
』
所
収
を
参
考
）

山
梨
県
南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
二
三
八
四
。
千
光
山
第
十
三
世
、
恵
浄
院
。

山
梨
県
南
巨
摩
郡
増
穂
町
青
柳
三
六
七
。
妙
洞
山
第
十
六
世
、
祥
生
院
。

甲
府
市
武
田
一
ノ
四
ノ
三
四
。
藤
光
山
第
十
七
世
、
奏
牙
院
。

甲
府
市
朝
日
五
ノ
セ
ノ
三
十
。
法
晄
山
、
歴
世
不
祥
。

愚
蕊
雷
斐
国
志
』
第
三
巻
、
八
九
頁
。

「
若
宮
八
幡
宮
銅
重
久
組
二
在
り
除
地
百
三
十
二
坪
昔
時
ハ
正
月
廿
八
日
ノ
祭
礼
二
神
輿
ヲ
出
ス
旅
所
・
桟
敷
場
ノ
地
名
ア
リ
今
ハ
廃
セ
リ
神
主

生
山
大
隅
ノ
家
譜
二
云
う
其
ノ
先
ハ
下
野
ノ
国
小
山
政
長
二
出
ヅ
天
正
壬
午
ノ
歳
織
部
正
藤
ト
云
う
者
新
府
御
陣
中
ニ
テ
拝
謁
シ
神
主
職
仰
セ
付
ケ
ラ
レ
翌

年
四
月
御
朱
印
ヲ
頂
戴
ス
又
新
府
城
経
営
ノ
時
武
田
勝
頼
地
鎮
祭
ヲ
命
ズ
其
ノ
時
拝
領
ノ
仮
面
鳥
兜
今
二
伝
ハ
レ
リ
本
、
上
州
岩
舟
ノ
宮
神
器
ノ
ョ

シ
仮
面
二
刻
字
ア
リ
、
口
八
鍔
菩

「
諏
方
明
神
酢
秘
御
朱
印
社
領
二
石
六
斗
余
社
地
七
万
二
千
六
百
九
十
八
坪
（
中
略
）
又
建
岡
ノ
社
地
ョ
リ
四
五
町
ヲ
隔
テ
、
大
炊
ガ
池
ト
云
フ
ァ

『
甲
府
神
道
問
答
記
」
考
（
宮
川
）
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（
８
）
前
掲
書
、
七
○
頁
。

（
旧
）
前
掲
書
、
一
○
五
頁
。

（
皿
）
前
掲
書
、
八
六
頁
。

（
Ⅱ
）
前
掲
書
、
一
○
五
頁
。

「
八
幡
宮
術
居
黒
印
神
領
一
石
八
升
社
地
六
百
廿
四
坪
古
社
地
神
主
屋
敷
千
二
百
六
十
二
坪
除
地
ナ
リ
神
主
横
森
薩
摩
ロ
五
垂
一
」

（
加
）
前
掲
書
、
八
七
頁
。

ヲ
ヒ
レ

「
諏
方
明
神
嫡
井
御
朱
印
社
領
八
石
二
斗
余
社
地
九
千
七
百
廿
坪
鎮
座
ノ
地
ヲ
尾
鰭
山
ト
云
う
（
中
略
）
神
人
屋
敷
等
ノ
地
名
存
ス
第
一
華
表
ヨ

メ
グ

リ
以
内
五
町
余
往
時
神
輿
ヲ
行
ラ
セ
シ
所
ナ
リ
今
ハ
其
ノ
祭
廃
セ
リ
神
主
上
原
越
前
其
ノ
先
刑
部
卜
云
う
」

（
９
）
前
掲
書
、
一
○
四
頁
。

ヨ
八
幡
宮
牡
湘
除
地
田
六
畝
廿
歩
社
地
若
干
又
社
北
二
神
領
ト
呼
ビ
テ
ニ
三
段
ノ
地
ア
レ
ド
モ
農
民
ノ
持
チ
ニ
テ
年
貢
地
ナ
リ
（
中
略
）
安
永
九

張
年
白
山
ヲ
別
二
祠
ル
第
三
ノ
石
ノ
華
表
二
承
応
三
年
申
午
寄
進
渡
辺
太
郎
左
衛
門
ト
ア
リ
此
ョ
リ
第
一
ノ
華
表
二
至
ル
五
町
許
リ
ニ
、
ン
テ
官
道
ナ
リ

白
山
ノ
祠
ハ
寛
政
四
年
荘
七
月
士
一
百
洪
水
二
流
亡
ス
ト
云
フ
神
主
歌
田
河
内
口
七
嬉
聖

（
皿
）
前
掲
書
、
一
○
二
頁
。

『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）

リ
武
日
ノ
連
ノ
妾
大
炊
ガ
霊
ヲ
祀
ル
水
中
二
神
鏡
ア
リ
旱
歳
二
雨
ヲ
祈
り
其
ノ
鏡
ヲ
出
ダ
シ
八
幡
宮
二
納
ム
レ
バ
必
ズ
雨
フ
ル
ト
云
う
神
主
輿
石
土
佐
ノ

家
記
二
云
う
本
姓
ハ
大
伴
ナ
リ
。
天
正
壬
午
二
清
蔵
森
純
卜
云
う
者
神
主
職
仰
主
付
ケ
ラ
ル
ト
云
う
ロ
七
娚
唾

「
八
幡
宮
糯
塚
大
宮
七
社
明
神
ヲ
併
。
祭
ル
御
朱
印
領
二
石
六
斗
余
社
地
神
主
屋
敷
各
々
若
干
（
中
略
）
神
主
窪
田
因
幡
家
乗
二
云
う
其
ノ
先
ハ
高

階
ノ
菅
根
ナ
リ
承
久
ノ
頃
窪
田
別
当
実
貞
ノ
女
武
田
太
郎
信
隆
二
配
シ
テ
一
男
子
ヲ
生
ム
後
チ
離
縁
ス
其
ノ
子
ハ
母
二
従
上
実
貞
二
養
ハ
ル
成
長
シ
テ

実
貞
ノ
嗣
ト
ナ
リ
窪
田
宮
内
実
隆
ト
称
ス
コ
レ
ョ
リ
数
世
ヲ
経
テ
窪
田
淡
路
実
吉
卜
云
う
」

「
姫
宮
明
神
銅
下
新
田
船
山
ノ
上
二
在
り
社
地
六
十
坪
除
地
ナ
リ
市
杵
島
姫
・
猯
津
姫
・
田
心
姫
ヲ
祀
ル
ト
云
う
神
主
腰
巻
権
少
輔
ノ
先
祖
因
幡

ト
云
う
者
本
州
御
入
リ
ノ
時
神
主
職
仰
セ
付
ケ
ラ
ル
ト
云
う
ロ
八
甥
哩

「
諏
方
明
神
歴
神
御
朱
印
社
領
一
石
六
斗
二
升
社
地
千
五
百
坪
神
宝
二
笛
ア
リ
武
田
勝
頼
新
府
ヲ
営
ス
ル
時
神
主
地
鎮
祭
ヲ
務
メ
シ
故
二
賜
フ
ト

ハ
ヤ
メ

云
う
又
米
倉
佐
大
夫
誠
俊
ノ
奉
納
獅
子
ノ
置
物
ア
リ
華
表
ノ
脇
ノ
清
泉
旱
時
ニ
ハ
反
ツ
テ
水
マ
サ
ル
催
生
ノ
池
卜
字
ス
難
産
ノ
婦
二
此
ノ
水
ヲ
与
フ
レ

バ
即
チ
効
ア
リ
神
主
矢
巻
越
後
口
七
鍔
畦
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「
神
明
宮
斬
癖
中
丸
林
二
在
り
永
禄
慶
長
ノ
番
帳
二
載
し
り
黒
印
神
領
二
石
四
斗
社
地
若
干
神
手
工
橋
右
京
口
五
塑
一
」

社
人
で
あ
っ
て
社
主
で
な
い
た
め
に
判
明
出
来
ず
。

前
掲
書
、
二
六
頁
に
西
南
胡
の
八
幡
宮
の
名
は
見
る
が
、
南
胡
だ
け
で
は
判
明
し
が
た
い
。
記
録
に
誤
り
が
あ
っ
た
の
で
は
。

智
寂
院
日
省
著
「
本
化
別
頭
高
祖
伝
」
に
は
、
「
読
諦
孝
妙
経
開
結
十
巻
弓
、
求
二
願
ス
妙
解
妙
行
一
生
二
満
足
亨
『
ヲ
、
一
日
見
ユ
異
人
↓
聞
写
読
調
ノ

声
与
而
去
、
日
日
以
テ
然
ナ
リ
、
高
祖
佐
庵
之
問
日
ク
、
子
ハ
誰
グ
、
異
人
ノ
曰
ク
、
我
レ
ハ
者
法
華
守
護
ノ
三
十
番
神
也
」
と
、
二
日
蓮
上
人
伝
記
集
』
所
収
、

二
六
三
頁
）
。
六
牙
院
日
潮
著
『
本
化
別
頭
佛
祖
統
記
』
、
本
満
寺
発
行
本
、
七
六
頁
、
本
書
の
番
神
説
も
同
文
。
ま
た
『
高
祖
年
譜
』
前
掲

二
日
蓮
上
人
伝
記
集
』
所
収
、
三
四
一
頁
、
参
照
）

『
兼
益
記
』
は
兼
倶
に
よ
る
偽
作
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
も
の
だ
け
で
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
『
神
祇
正
宗
』
、
日
宣
著
『
番
神
問
答
記
』
な
ど
に
所

収
。
内
容
は
、
「
弘
長
元
年
二
月
九
日
、
法
華
ノ
行
者
日
蓮
法
師
入
来
、
佳
与
神
領
武
州
恩
田
御
厨
代
官
益
行
口
入
一
一
去
年
；
以
来
運
運
通
達
シ
了
ヌ
、

此
人
立
二
妙
経
時
節
、
現
当
法
門
一
作
斗
書
籍
司
名
二
安
国
論
一
、
顕
学
無
双
ノ
之
人
云
々
、
神
代
降
臨
三
十
二
番
ノ
名
号
事
、
懇
望
之
間
、
奮
冬
注
進

之
、
件
神
号
字
訓
読
為
二
伝
受
一
、
今
日
来
臨
、
此
事
神
道
ノ
行
法
ノ
之
秘
号
也
、
於
二
凡
人
一
者
諏
不
二
相
伝
一
之
義
也
、
然
此
人
ハ
極
二
一
代
蔵
経
之
才

学
一
、
頗
ユ
異
人
》
之
間
、
不
し
渉
二
思
惟
一
令
し
授
與
件
秘
訓
等
与
了
」
（
『
番
神
問
答
記
」
四
三
～
四
四
丁
）
。
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
本
「
兼
益

記
」
中
で
述
べ
て
い
る
「
神
代
降
臨
三
十
二
神
ノ
名
号
」
と
は
、
天
祖
降
臨
の
供
奉
三
十
二
神
の
こ
と
で
、
吉
田
家
で
は
大
数
に
約
し
内
裏
三
十

番
神
と
称
し
て
い
る
。
三
十
二
神
と
は
、
天
香
語
山
命
・
天
細
売
命
・
天
太
玉
尊
命
・
天
児
屋
命
・
天
櫛
玉
命
・
天
道
根
命
・
天
椹
野
命
・
天
糖

戸
命
・
天
明
玉
命
・
天
村
雲
命
・
天
背
男
命
・
天
御
蔭
命
・
天
造
日
女
命
・
天
世
平
命
・
天
斗
麻
禰
命
・
天
斗
女
命
・
天
玉
櫛
彦
命
・
天
湯
津
彦

命
・
天
三
降
命
・
天
日
神
命
・
天
乳
速
日
命
・
天
八
坂
彦
命
・
天
伊
佐
布
魂
命
・
天
活
玉
命
・
天
少
彦
根
命
・
天
事
湯
彦
命
・
天
八
意
兼
命
・
天

児
表
春
命
・
天
次
下
春
命
・
天
月
神
命
、
を
指
て
い
う
。
（
立
正
大
学
図
書
蔵
『
番
神
問
答
記
』
「
附
録
」
写
本
に
所
収
）

『
甲
斐
資
料
集
成
』
第
八
巻
、
二
六
○
頁
。

妙
顕
寺
日
脱
上
人
へ
賀
札
之
次
第
左
之
通
。

右
本
朝
弘
長
之
春
有
戴
日
乗
蓮
人
之
一
日
入
予
祖
家
問
吾
神
道
以
一
儀
答
乃
至
神
明
而
顕
妙
々
明
而
顕
神
鳴
呼
神
妙
之
二
字
為
能
説
仰
乞
削
予
小

明
応
六
年
十
一
月
日

神
道
長
上
二
品
ト
部
兼
倶
在
判
妙
顕
寺
貫
主
法
眼
御
房

如
是
神
佛
一
体
唯
一
神
道
唯
佛
乗
元
々
宗
源
也
其
後
日
宗
上
人
之
時
吉
田
三
位
兼
敬
卿
ヲ
請
ス
追
而
賀
札
ヲ
賜
其
文
二
曰
先
日
依
招
請
寛
々
面
会

『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）

量
添
公
博
賢
謹
対
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『
甲
府
神
道
問
答
記
』
考
（
宮
川
）

殊
一
三
宗
数
通
之
縮
旨
証
文
等
一
覧
二
候
乾
中
三
拾
番
神
問
答
往
来
之
書
状
先
住
在
聖
人
之
高
徳
哉
誠
二
不
思
議
之
閑
談
先
祖
之
感
応
二
候
依
テ

表
賀
儀
呈
一
翰
余
期
再
会
謹
言
尚
々
其
節
鎮
守
参
詣
之
所
社
頭
殊
勝
ニ
シ
テ
別
而
感
悦
二
候

文
禄
十
一
年
四
月
十
九
日

吉
田
三
位
兼
敬
在
判
妙
顕
寺
上
人
御
房

な
お
右
記
「
甲
府
神
道
問
答
記
』
に
み
る
賀
札
と
、
『
番
神
問
答
記
』
（
三
五
～
四
三
丁
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
賀
札
と
で
は
大
変
な
文
面
と
内
容

の
違
い
が
あ
る
。
両
問
答
記
と
も
に
日
宣
が
著
わ
し
、
ま
た
は
携
帯
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
の
検
討
の
余
地
が
あ
る
事
を
記
し
て
お
く
。
、

（
別
）
『
広
辞
苑
」
に
よ
れ
ば
「
麻
・
木
綿
・
帛
ま
た
は
紙
な
ど
で
つ
く
っ
て
、
神
に
祈
る
時
に
供
え
、
ま
た
は
祓
に
さ
さ
げ
持
つ
も
の
」
と
解
説
さ
れ

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
二
’
八
’
四
。
経
王
寺
所
蔵
。
木
版
掛
軸
。

現
在
は
、
東
京
都
八
王
子
市
宮
下
町
一
四
四
。
「
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
、
四
六
頁
に
は
「
徳
川
家
よ
り
宗
祖
真
筆
蒙
古
退
治
の
旗
曼
茶
羅
を
賜
り
寺

宝
と
し
、
旗
曼
茶
羅
と
呼
ば
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
「
甲
斐
資
料
集
成
」
、
二
八
六
頁
。

掲
書
に
同
じ
。

て
い
る
。
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